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全建愛知結成
５０周年を祝う

新新
たた
なな
歴歴
史史
にに
向向
けけ

ささ
らら
なな
るる
前前
進進

２８０名の方が参加した記念式典

秋
晴
れ
の
九
月
二
十
五

日
（
日
）
、
全
建
愛
知
結

成
五
十
周
年
記
念
式
典
・

祝
賀
会
を
名
古
屋
東
急
ホ

テ
ル
／
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
の

間
（
名
古
屋
市
中
区
）
で
、

全
建
総
連
関
係
や
国
保
組

合
関
係
、
愛
知
県
、
名
古

屋
市
、
労
働
組
合
・
友
好

団
体
、
内
外
部
顧
問
、
議

員
関
係
等
、
総
勢
二
百
八

十
名
の
参
加
の
も
と
盛
大

に
執
り
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
あ
ゆ
み
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
新
た
な
歴

史
に
向
け
さ
ら
な
る
前
進

を
誓
い
ま
し
た
。

午
前
十
時
三
十
五
分
、
近
藤

副
執
行
委
員
長
の
開
会
挨
拶
で

記
念
式
典
の
幕
を
開
け
、
物
故

者
へ
の
黙
祷
、
続
い
て
、
主
催

者
を
代
表
し
て
鈴
木
執
行
委
員

長
か
ら
力
強
い
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

多
く
の
来
賓
の
方
の
ご
臨
席

の
も
と
、
全
建
総
連
中
西
孝
司

中
央
執
行
委
員
長
を
は
じ
め
各

代
表
の
方
々
よ
り
、
お
祝
い
の

挨
拶
（
詳
細
は
二
頁
）
が
あ
り

ま
し
た
。

特
別
功
労
者
感
謝
状
授
与
で

は
、
組
合
活
動
の
推
進
と
事
業

の
普
及
に
寄
与
さ
れ
た
、
横
江

秀
和
さ
ん
（
津
島
支
部
）
・
石

島
一
男
さ
ん
（
海
部
支
部
）
・

山
田
正
巳
さ
ん

（
南
支
部
）
・
横

山
貢
さ
ん
（
守
山

支
部
）
の
四
名
が

表
彰
さ
れ
、
青
井

副
執
行
委
員
長
の

閉
会
挨
拶
で
、
記

念
式
典
は
閉
会
し

ま
し
た
。

そ
の
後
、
午
後
〇
時
三
十
分

よ
り
同
会
場
に
て
祝
賀
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
渡
邉
副
執
行
委

員
長
の
開
宴
の
辞
の
後
、
来
賓

挨
拶
と
し
て
全
建
総
連
東
海
地

方
協
議
会
奥
川
英
雅
議
長
よ
り

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

鏡
開
き
で
は
、
全
建
愛
知
の

青
色
の
法
被
を
ま
と
っ
た
鈴
木

執
行
委
員
長
、
近
藤
・
青
井
・

渡
邉
副
執
行
委
員
長
と
全
建
総

連
、
中
建
国
保
、
三
重
建
労
、

岐
阜
建
労
、
静
岡
建
労
の
各
代

表
を
合
わ
せ
た
九
名
で
登
壇

し
、
「
ヨ
イ
シ
ョ
」
と
威
勢
の

い
い
掛
け
声
で
酒
樽
が
開
け
ら

れ
ま
し
た
。

参
加
者
全
員
に
枡
酒
が
配
ら

れ
、
全
建
総
連
中
西
孝
司
中
央

執
行
委
員
長
の
乾
杯
の
ご
発
声

で
食
事
が
始
ま
り
、
「
五
十
年

の
あ
ゆ
み
」
の
上
映
や
管
弦
楽

演
奏
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
舞

台
で
行
わ
れ
、
組
合
員
同
士
楽

し
く
盛
大
に
祝
賀
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

午
後
二
時
、
伊
藤
青
年
部
長

よ
り
閉
宴
の
辞
と
共
に
「
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
」
が
あ
り
祝
賀
会

は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

全
建
愛
知
結
成
五
十
周
年
記

念
式
典
・
祝
賀
会
に
際
し
て
、

多
く
の
皆
様
に
臨
席
を
賜
り
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
若
干
人
数
制
限
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
各
支
部

よ
り
ご
参
加
い
た
だ
い
た
組
合

員
の
皆
様
、
大
変
お
忙
し
い
中

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

全
建
愛
知
は
、
一
九
七
二
年

七
月
「
建
設
労
働
者
の
経
済
的
・

社
会
的
地
位
の
向
上
」
「
建
設

労
働
者
の
幸
せ
」
を
目
指
す
こ

と
を
目
的
と
し
て
七
十
八
名
で

結
成
、
以
来
五
十
年
が
経
ち
、

本
年
八
月
一
日
現
在
組
合
員
数

一
万
四
千
五
百
三
人

と
最
高
現
勢
を
維
持

し
て
お
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

る
半
導
体
不
足
、

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
に

よ
る
木
材
の
高
騰
、

菅
前
総
理
が
二
〇
五

〇
年
ま
で
に
「
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を

目
指
す
」
と
宣
言
さ
れ
る
な
ど

住
生
活
産
業
を
取
り
巻
く
環
境

が
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
本
年
二

月
に
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
よ
る
戦
争
が
勃
発
し

更
な
る
物
価
上
昇
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

ま
た
、
大
き
な
課
題
の
一
つ

で
あ
り
ま
す
技
能
者
不
足
で
あ

り
ま
す
が
、
建
設
就
業
者
数

は
、
四
百
九
十
八
万
人
（
平
成

二
十
九
年
）
と
二
十
年
間
で
百

八
十
七
万
人
が
減
少
し
、
と
り

わ
け
大
工
技
能
者
に
つ
い
て

は
、
二
〇
一
五
年
時
点
で
三
十

五
万
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
高

齢
化
や
産
業
間
で
の
人
材
獲
得

競
争
の
激
化
な
ど
が
影
響
し
二

〇
三
〇
年
に
は
二
十
一
万
人
ま

で
減
少
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
対
策
と
し
て
、
二
〇
二

〇
年
よ
り
技
能
者
の
処
遇
改
善

を
目
的
に
C
C
U
S
の
取
り
組

み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
下
で

は
あ
り
ま
す
が
、
組
合
員
の
力

を
集
結
し
、
団
結
を
強
め
、
こ

の
難
局
に
立
ち
向
か
う
べ
き
と

考
え
て
い
ま
す
。
結
成
五
十
周

年
を
節
目
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
執
行
部
・
書
記
局
一
同
、
組

合
員
の
皆
様
の
声
に
耳
を
傾

け
、
組
合
員
の
健
康
と
暮
ら
し

を
守
る
と
共
に
組
合
が
発
展
す

る
よ
う
一
層
の
努
力
を
尽
く
す

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と

も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

組組
合合
員員
のの
力力
をを
集集
結結
しし

団団
結結
をを
強強
めめ
ここ
のの
難難
局局
にに
立立
ちち
向向
かか
うう

全建愛知 執行委員長
鈴木 貴雄
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５５００年年ののああゆゆみみをを振振りり返返るる
仲仲間間とと共共にに賑賑ややかかなな祝祝賀賀会会

力力をを合合わわせせ明明日日のの建建設設産産業業へへ
ご
来
賓
の
皆
様
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

【
全
建
総
連
関
係
】

全
建
総
連
中
央
執
行
委
員
長

／
中
西
孝
司

〃

書
記
次
長
／
小
倉
範
之

三
重
建
労
執
行
委
員
長
／
奥
川
英
雅

〃

書
記
長
／
猿
木
清
司

岐
阜
建
労
執
行
委
員
長
／
小
林

裕

〃

書
記
長
／
佐
藤
孝
典

静
岡
建
労
執
行
委
員
長
／
鈴
木

知

〃

書
記
長
／
大
沼

浩

愛
知
建
築
会

長
／
尾
崎
立
司

〃

事
務
局
長
／
長
岡

豊

【
国
保
組
合
関
係
】

中
建
国
保
副
理
事
長
／
髙
村
勝
裕

〃

常
務
理
事
／
岩
舘
高
志

〃

事
務
局
長
／
右
田
逸
郎

【
労
働
組
合
・
友
好
団
体
】

愛
知
建
連
会

長
／
岩
野
一
敏

〃

専
務
理
事
／
山
田
喜
義

中

建

労

組

合

長
／
有
川
浩
行

〃

会
計
／
松
原
幸
雄

連

合

愛

知

会

長
／
可
知
洋
二

住
宅
金
融
支
援
機
構
支
店
長

／
山
﨑
德
仁

愛
知
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
理
事
長

／
海
田

肇

東
海
労
働
金
庫
支
店
長
／
茶
谷
俊
明

全

労

災

課

長
／
堀
尾

崇

テ
ィ
グ
レ
支
店
長
／
加
藤
宏
行

【
愛
知
県
】

愛

知

県

知

事
／
大
村
秀
章

【
名
古
屋
市
】

名

古

屋

市

長
／
河
村
た
か
し

【
議
員
関
係
】

衆

議

院

議

員
／
吉
田
統
彦

〃

／
古
川
元
久

〃

／
近
藤
昭
一

〃

／
牧

義
夫

〃

／
伴
野

豊

〃

／
重
徳
和
彦

〃

／
大
西
健
介

参

議

院

議

員
／
大
塚
耕
平

〃

／
斎
藤
嘉
隆

〃

／
伊
藤
孝
恵

〃

／
田
島
麻
衣
子

愛
知
県
議
会
議
員
／
長
江
正
成

〃

／
渡
辺

靖

〃

／
天
野
正
基

〃

／
福
田
喜
夫

〃

／
黒
田
太
郎

名

古

屋

市

議

会
／
加
藤
一
登

〃

／
田
中
里
佳

〃

／
岡
本
康
宏

〃

／
森

智
雄

〃

／
橋
本
浩
幹

〃

／
日
比
美
咲

〃

／
服
部
将
也

〃

／
上
園
普
介

【
顧
問
】

内

部

顧

問
／
大
澤

悟

外
部
顧
問
弁
護
士
／
河
内
尚
明

〃

／
松
本
康
誠

外
部
顧
問
公
認
会
計
士
／
加
藤
章
紀

【
特
別
表
彰
者
】

横
江
秀
和
元
執
行
委
員
長
・

石
島
一
男
元
副
執
行
委
員
長
・

山
田
正
巳
元
執
行
委
員
長
・

横
山
貢
元
執
行
委
員
長

【
座
談
会
出
席
者
】

酒
井
徹
男
元
住
宅
対
策
部
長
・

鈴
木
清
秋
元
副
執
行
委
員
長
・

片
山
正
和
元
財
政
部
長

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
、十
二
通
い
た
だ
き
ま
し
た

建
設
産
業
は
今
、
大
き
な
変
革

期
を
迎
え
て
お
り
、
四
月
か
ら
は

石
綿
の
事
前
調
査
結
果
の
報
告
制

度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
来
年
十
月
に

は
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
、
二

〇
二
四
年
四
月
に
は
働
き
方
改
革

関
連
法
が
全
面
適
用
さ
れ
ま
す
。

一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
起
因
し

た
、
住
宅
設
備
機
器
の
納
期
遅

延
、
急
激
な
円
安
、
建
設
資
材
や

原
油
の
価
格
高
騰
が
顕
在
化
し
、

建
設
業
界
の
み
な
ら
ず
、
日
本
経

済
や
国
民
の
生
活
に
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
持
続
可
能

な
建
設
産
業
の
実
現
を
目
的
と
し

て
運
用
が
開
始
さ
れ
た
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

の
登
録
件
数
は
着
実
に
前
進
し
て

い
ま
す
。
政
策
的
課
題
は
山
積
し

て
お
り
ま
す
が
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
普

及
促
進
に
向
け
て
、
官
民
一
体
と

な
り
、
更
に
取
り
組
み
を
強
化
・

加
速
化
さ
せ
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
全
建
総
連
と
し
ま
し
て

も
、
全
国
五
十
三
の
加
盟
組
合
の

フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
全
建

愛
知
と
連
携
を
密
に
、
物
価
上
昇

を
上
回
る
大
幅
な
賃
金
・
単
価
引

き
上
げ
、
技
能
者
の
処
遇
改
善
と

担
い
手
確
保
・
育
成
、
そ
し
て
魅

力
あ
る
建
設
産
業
の
実
現
を
目
指

し
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

社
会
保
障
制
度
改
革
が
声
高
に

叫
ば
れ
、
国
保
組
合
に
と
っ
て
も

厳
し
い
状
況
が
続
く
中
、
中
建
国

保
愛
知
県
支
部
と
そ
の
母
体
組
合

で
あ
る
全
建
愛
知
の
ご
尽
力
に
よ

り
中
建
国
保
は
安
定
運
営
を
続
け

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
建

設
業
界
は
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
働
き

方
改
革
や
資
材
の
高
騰
な
ど
、
情

勢
の
厳
し
さ
が
増
し
、
先
行
き
不

透
明
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

国
保
組
合
全
体
に
対
す
る
国
庫
補

助
金
制
度
の
見
直
し
が
心
配
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
よ
う

な
厳
し
い
状
況
で
あ
る
今
こ
そ
建

設
労
働
者
の
処
遇
改
善
や
技
能
者

育
成
に
取
り
組
み
組
合
の
若
者
を

育
て
な
が
ら
仲
間
の
連
帯
を
強
化

し
、
更
な
る
歴
史
を
積
み
上
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

全
建
愛
知
と
は
、
私
が
国
会
議

員
時
代
、
社
会
保
障
や
国
庫
補
助

な
ど
で
一
緒
に
仕
事
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
建
設
産
業
に
従

事
す
る
皆
様
に
と
っ
て
健
康
が
一

番
の
基
本
で
あ
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
国
庫
事
業
を
中
核
と
し
て

活
動
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
愛
知
県
と
の
間
で

は
、
災
害
時
に
お
け
る
被
災
住
宅

の
応
急
修
理
に
関
す
る
協
定
・
応

急
仮
設
住
宅
建
設
に
関
す
る
協
定

を
結
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

災
害
対
応
に
つ
い
て
も
ご
協
力
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
皆

様
の
卓
越
な
る
技
術
・
技
能
を
大

き
く
期
待
し
て
い
ま
す
。

名
古
屋
城
の
天
守
木
造
化
で
使

わ
れ
る
ア
カ
マ
ツ
の
伐
採
が
大

リ
ー
ガ
ー
大
谷
翔
平
さ
ん
の
出
身

地
の
岩
手
県
奥
州
市
で
あ
り
ま
し

た
。私
も
作
業
に
加
わ
り
、
高
さ

約
三
十
ｍ
の
ア
カ
マ
ツ
を
切
り
倒

し
、
天
守
の
二
階
天
井
で
長
さ
十

七
ｍ
の
梁
に
使
い
ま
し
た
。
切
り

株
の
直
径
は
約
一
・
二
ｍ
、
樹
齢

は
約
四
百
年
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
名
古
屋
城
の
一
番
の
見
所
で

す
。
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

た
め
、
全
力
投
球
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
全
建
愛
知
の
皆
さ
ん
を
応

援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

激
し
い
時
代
の
変
化
に
お
い

て
、
運
動
の
在
り
方
を
ど
う
や
っ

て
い
く
か
、
ど
う
し
た
ら
皆
さ
ん

に
共
感
し
て
い
た
だ
け
る
か
を
模

索
し
て
い
ま
す
。
物
価
高
騰
の

折
、
生
活
弱
者
が
困
窮
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
家
庭
や
企
業
に

あ
る
食
品
を
集
約
し
て
フ
ー
ド
バ

ン
ク
に
寄
付
し
、
生
活
に
困
ら
れ

て
い
る
方
に
食
料
支
援
を
行
う

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
後
も
、
私
た
ち
連
合

は
社
会
に
役
に
立
つ
活
動
等
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

建
設
業
は
経
済
の
発
展
に
お
い

て
欠
か
せ
な
い
で
す
。
し
か
し
、

資
材
の
高
騰
な
ど
、建
設
業
を
取

り
巻
く
状
況
は
大
変
厳
し
い
状
況

で
す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
も
中
小
個
人

事
業
主
に
お
い
て
冷
徹
な
政
策
で

す
。
政
治
は
、
い
っ
た
い
何
の
た

め
に
あ
る
の
か
。
私
た
ち
立
憲
民

主
党
は
、
働
く
立
場
の
皆
さ
ん
・

生
活
者
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
・
所

得
・
賃
金
が
上
が
る
社
会
に
す
る

た
め
、
政
治
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
で
す
。

毎
年
、
皆
様
方
が
中
建
国
保
の

補
助
金
を
確
保
す
る
た
め
に
署
名

を
集
め
て
い
た
だ
き
、
私
も
政
府

へ
届
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
一
人
の
力
は
小
さ
い
で
す

が
、
全
建
愛
知
・
全
建
総
連
と
い

う
仲
間
が
集
ま
れ
ば
大
き
な
力
と

な
り
、
中
建
国
保
も
守
ら
れ
て
き

て
い
ま
す
。
皆
様
方
の
日
々
の
運

動
か
ら
団
結
が
大
切
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
今
、
大
変
厳
し
い
時
代

に
入
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
皆
様
方
の
技
術
と
暮
ら
し
を

守
る
た
め
、
私
た
ち
も
全
力
で
頑

張
っ
て
き
ま
す
。

私
た
ち
新
政
あ
い
ち
県
議
団
と

全
建
愛
知
の
役
員
の
皆
さ
ん
と
毎

年
、
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
こ
の
良
好
な
関
係

が
本
日
を
も
っ
て
更
に
い
い
関
係

に
な
る
と
、
確
信
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
組
合
が
よ
り
一

層
発
展
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
祈

念
い
た
し
ま
す
。

全
建
愛
知
の
皆
さ
ん
方
と
毎

年
、
勉
強
会
・
意
見
交
換
会
を
開

催
し
、
連
携
を
取
ら
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
中

身
の
伴
う
公
契
約
条
例
、
そ
し
て

地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
等
、
し
っ
か
り

市
議
団
で
や
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

今
、
建
設
業
は
若
者
に
夢
を
与

え
ら
れ
る
状
況
に
な
い
。
自
分
の

子
供
に
は
私
の
仕
事
を
継
い
で
も

ら
い
た
く
な
い
、
そ
れ
が
現
状
で

す
。
組
合
の
課
題
は
、
若
者
の
入

職
を
い
か
に
進
め
て
い
く
べ
き
で

あ
り
ま
す
。
全
組
合
が
一
丸
と

な
っ
て
、
希
望
が
与
え
ら
れ
る
、

夢
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
た

い
。
し
か
し
、
一
人
で
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
数
は
力
、

全
建
総
連
六
十
二
万
人
が
一
致
団

結
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で

す
。亡

く
な
っ
た
父
は
建
設
職
人
で

全
建
愛
知
の
組
合
員
の
一
人
で
も

あ
り
、
私
た
ち
一
家
も
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
若
い
方
の
入

職
の
問
題
、
設
計
労
務
単
価
が
毎

年
上
が
っ
て
い
る
の
に
働
く
皆
さ

ん
の
下
に
は
恩
恵
が
行
き
わ
た
ら

な
い
。
構
造
の
問
題
の
見
直
し
が

必
要
で
あ
り
ま
す
。
建
設
資
材
の

価
格
の
高
騰
・
納
期
の
遅
れ
に
よ

り
皆
さ
ん
が
苦
労
し
て
い
る
こ
と

を
耳
に
し
ま
す
。
来
年
十
月
か
ら

の
イ
ン
ボ
イ
ス
の
導
入
に
よ
り
零

細
業
者
の
方
が
カ
ッ
ト
さ
れ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
、
こ
の
制
度
に
つ
い

て
、
超
党
派
で
議
論
す
べ
き
課
題

で
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
皆
さ
ん

の
声
が
国
政
に
届
く
よ
う
に
力
を

尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

ご
登
壇
い
た
だ
い
た

来
賓
の
方
々
か
ら
の
祝
辞

祝賀会で鏡開き「ヨイショ」
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2022（令和４）年11月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス（３）

健健
康康
診診
断断
のの
受受
診診
資資
格格

健
診
受
診
日
に
お
い
て

「
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い

る
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
家

族
被
保
険
者
」
に
限
り
ま

す
。但

し
、
二
十
歳
未
満
の
家

族
被
保
険
者
の
方
が
希
望
す

る
場
合
は
、
実
費
負
担
で
受

診
い
た
だ
け
ま
す
。

※
中
建
国
保
未
加
入
の
組
合

員
及
び
組
合
員
外
は
受
診

で
き
ま
せ
ん
。

※
中
建
国
保
に
未
加
入
の
組

合
員
は
加
入
し
て
い
る
医

療
保
険
者
（
市
町
村
・
協
会

け
ん
ぽ
等
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

組組
合合
のの
健健
康康
診診
断断

メメ
リリ
ッッ
トト

特
定
健
診
に
必
要
な
基
本

項
目
の
他
、
大
腸
が
ん
検
診

（
二
日
法
）
を
実
施
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
労
働
安
全
衛
生

法
に
よ
る
必
須
項
目
も
含
ま

れ
た
健
診
を
実
費
負
担
な
し

で
受
診
で
き
ま
す
。

健健
診診
項項
目目

表表
２２
「「
必必
須須
検検
査査
項項
目目
」」

をを
ごご
確確
認認
くく
だだ
ささ
いい
。。

健健
診診
方方
法法

①①
契契
約約
健健
診診
機機
関関

表表
１１
「
契
約
健
診
機
関
一

覧
表
」
よ
り
、
健
診
機
関
を
選

択
し
、
ご
自
身
で
健
診
予
約

を
二
週
間
前
ま
で
に
お
願
い

し
ま
す
。

※
必
ず
、
中
建
国
保
の
組
合

員
で
あ
る
旨
を
伝
え
て
く

だ
さ
い
。
受
診
日
当
日
、

必
ず
窓
口
へ
「
健
康
保
険

証
」
を
呈
示
し
て
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で

待
ち
時
間
が
な
く
、
ス
ム

ー
ズ
に
受
診
で
き
ま
す
。

※
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
の
追
加

（
前
立
腺
が
ん
・
子
宮
が

ん
検
診
等
）
は
可
能
で
す

が
、
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
は

自
己
負
担
、
当
日
払
い
に

な
り
ま
す
。

②②
個個
人人
健健
診診

「
①
契
約
健
診
機
関
」
以

外
で
受
診
し
た
場
合
、
中
建

国
保
の
規
定
の
条
件
（
受
診

者
資
格
・
健
診
項
目
）
を
満

た
し
て
い
な
い
と
補
助
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※
受
診
方
法
な
ど
を
ご
案
内

い
た
し
ま
す
の
で
、
必
ず

健
康
診
断
を
受
診
さ
れ
る

前
に
組
合
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

③③
事事
業業
者者
健健
診診

適
用
除
外
事
業
所
＊
１
の

従
業
員
は
労
働
安
全
衛
生
法

に
よ
る
事
業
者
健
診
の
実
施

義
務
が
優
先
す
る
た
め
、
中

建
国
保
は
、
特
定
健
診
の
結

果
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
協
力
費
と
し

て
上
限
一
万
一
千
円
を
支
払

い
ま
す
。
ま
た
、
「
①
契
約

健
診
機
関
」
の
受
診
も
可
能

で
す
。
そ
の
際
、
手
続
き
は

不
要
で
す
。

＊
１

法
人
の
事
業
所
、
ま

た
は
五
人
以
上
の
従
業
員

が
い
る
個
人
事
業
所
で
健

保
適
用
除
外
手
続
き
を
し

て
い
る
事
業
所

補補
助助
金金
額額

表表
２２
「「
必必
須須
検検
査査
項項
目目
」」

の
健
診
を
受
診
し
た
場
合
、

上
限
一
万
一
千
円
ま
で
補
助

し
ま
す
。

④④
巡巡
回回
健健
診診

未
受
診
者
の
方
を
対
象
と

し
て
、
案
内
を
送
り
ま
し

た
。
ご
予
約
の
上
、
ご
受
診

く
だ
さ
い
。

⑤⑤
節節
目目
健健
診診

年
度
中
に
四
十
歳
、
四
十

五
歳
、
五
十
歳
、
五
十
五
歳
、

六
十
歳
、
六
十
五
歳
、
七
十

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
方

が
、
特
定
健
診
に
か
え
て
、

人
間
ド
ッ
ク
（
表表
２２
「「
必必
須須

検検
査査
項項
目目
」」
を
含
む
）
費
用

が
三
万
円
以
上
の
健
診
の
場

合
、
健
診
費
用
に
応
じ
て
補

助
を
し
ま
す
。
健
診
費
用
が

三
万
円
以
上
四
万
円
未
満
の

場
合
、
補
助
額
は
一
万
五
千

円
。
四
万
円
以
上
の
場
合
、

二
万
円
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
三
万
円
未
満
の
場
合

は
、
一
万
一
千
円
ま
で
の
補

助
と
な
り
ま
す
。

※
受
診
方
法
な
ど
を
ご
案
内

い
た
し
ま
す
の
で
、
必
ず

健
康
診
断
を
受
診
さ
れ
る

前
に
組
合
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

私
た
ち
建
設
職
人
は
体
が
資
本
で
す
。
健
康
管
理
の
第
一
歩
は
、
定
期
的
な
健
康
診
断

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
ご
自
分
の
大
切
な
お
体
で
す
。
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
も
、

年
に
一
度
は
必
ず
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

今
年
度
、
被
保
険
者
四
十
歳
以
上
七
十
五
歳
未
満
の
方
の
受
診
率
六
十
七
・
〇
％
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。

例
年
、組
合
の
集
団
健
康
診
断
は
六
月
か
ら
開
催
し
て
お
り
ま
す
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
流
行
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
組
合
員
さ
ん
と
ご
家
族
の
安
全
を
考
慮
し

て
、
引
き
続
き
、
今
年
度
も
開
催
は
中
止
い
た
し
ま
す
。

健
康
診
断
を
受
診
す
る
場
合
は
、
集
団
健
康
診
断
以
外
の
掲
載
の
受
診
方
法
で
対
応
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

何
か
と
ご
不
便
や
ご
負
担
な
ど
を
お
掛
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
感
染
リ
ス
ク
を
避

け
る
た
め
に
も
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

健健
康康
診診
断断
のの
おお
知知
らら
せせ

注意事項

集集団団健健康康診診断断以以外外のの受受診診方方法法

契約健診機関以外でも下記「必須検査項目」を受診することで、補助が
受けられます。
（申請方法等については、必ず受診前に組合へご連絡ください。）

下記、契約健診機関で、中建国保の組合員として予約をすることで無料で受診
することができます。

表表１１ 契契約約健健診診機機関関一一覧覧表表
表表２２ 必必須須検検査査項項目目

Ⓐ【基本健診項目】
■問診

自覚症状・既往歴・生活習慣

■理学的検査

視診・触診・打診・聴診

■身体測定

身長・体重・ＢＭＩ・腹囲

■血圧測定

収縮期血圧・拡張期血圧

■血液検査

中性脂肪・ＨＤＬコレステロール・ＬＤＬコレステロール・ＧＯＴ・

ＧＰＴ・γ―ＧＴＰ・ＨｂＡ１Ｃ・空腹時血糖または随時血糖（食後）

■尿検査

尿糖・尿たんぱく

Ⓑ【胸部直接レントゲン撮影】
間接レントゲンは不可

Ⓒ【がん検診】
がん検診であれば項目は問いません

【詳細な健診項目】（医師の判断による追加項目）

心電図・赤血球数・血色素量（ヘモグロビン値）・ヘマトクリット値・眼底検査

Ⓐ基本的な健診項目…………補助額7,000円（最大）

Ⓑ胸部直接レントゲン撮影…補助額2,000円（最大）

Ⓒ各種がん検診………………補助額2,000円（最大）

「Ⓐの基本健診項目」を満たしていないと補助が受けられない場合があります。

昨年も前倒しで巡回健診を開催しましたが、今年も更に開催を早め実施
します。未受診者を対象に案内を発送しました。中建国保へ新たに加入され
た方も、ご案内を随時発送いたします。

また、健診項目については、特定健診に必要な基本項目、大腸がん検診及
び労働安全衛生法による必須項目のほか、次の独自の項目が追加されます。
【巡回健診の追加項目】
�肝・胆道系検査（ＴＰ、Ｔ―Ｂｉｌ、Ａｌｂ、ＣｈＥ、ＡＬＰ、ＬＤＨ、ＬＡＰ）
�腎臓系検査（ＢＵＮ、クレアチニン、ｅＧＦＲ、ＵＡ）
�膵臓系検査（アミラーゼ）
�貧血検査（Ｆｅ、ＴＩＢＣ、ＵＩＢＣ）
※節目健診の補助を希望される方は、巡回健診の受診はできません。

※受診希望日の２週間前までに、「契約健診機関」へ直接電話予約をしてください。

※エルズメディケア名古屋は、「女性専用」の健康診断機関になります。ご注意ください。

※表１★印以外の契約健診機関で受診され、アスベスト読影をご希望される方は、レン

トゲンデータやフィルムを組合までご提出ください。

適用除外事業所（法人・従業員5人以上の個人事業所）についても表２「必須検査
項目」を受診することで補助が受けられます。
（申請方法等については、必ず受診前に組合へご連絡ください。）

予約受付時間

月～金曜日8：50～17 : 00

土曜日8：50～12：00

月～金曜日
9：00～16 : 30

月～金曜日9：00～17 : 00
土曜日（第一土曜以外）9：00～13 : 00

火～土曜日
9：00～17 : 00

月火水金曜日9：00～19 : 00
木土曜日9：00～11 : 30担当：高見

月～金曜日8：30～17 : 00
土曜日8：30～11 : 30

月～金曜日8：30～17 : 00
土曜日8：30～11 : 00

月～金曜日9：00～17 : 00
土曜日9：00～11 : 00

月～金曜日
9：30～17 : 00

月～金曜日9：00～17 : 30
土曜日9：00～12 : 30

月～金曜日10：00～17 : 00
土曜日10：00～14 : 00

月～金曜日8：30～17 : 30
土曜日8：30～12 : 30

火～土曜日
8：30～16 : 00

月～土曜日
8：30～17 : 00

月～金曜日8：00～18 : 00
土曜日8：00～17 : 00

月～水・金曜日8：30～12：00 16：00～19：00
木・土曜日8：30～12：00

月～金曜日
9：00～16：00

月～水・金・土曜日
9：00～17：00

電話番号

052-821-0090

052-732-2200

0533-59-7171

0566-75-7515

052-481-9191

0561-82-6194

0120-489-545

0564-24-2217
0567-28-5151

（内線3111）

0569-27-7887

0565-57-3366

0532-61-3000

052-737-6500

0586-63-3200

0562-93-8222

0586-73-8818

050-3541-2267

0566-41-6548

所在地

名古屋市南区千竈通７-16-１
名古屋市中村区那古野１-47-１
国際センタービル10F

名古屋市中村区名駅３-28-12
大名古屋ビルヂング９F

愛知郡東郷町大字春木字白土１-1884

名古屋市千種区今池１-８-４

蒲郡市海陽町２-２

安城市相生町14-14

名古屋市中村区道下町２-26

瀬戸市共栄通１-48

岡崎市針崎町字春咲１-３

岡崎市中岡崎町１-10

津島市橘町３-73

半田市神田町１-１

豊田市駒新町金山１-12

豊橋市吾妻町137
名古屋市中区栄２-１-１
日土地名古屋ビル３F

一宮市小信中島字郷中104

豊明市沓掛町石畑180-１

一宮市松降通７-22

名古屋市中区栄２-10-19

碧南市新川町３-88

契約健診機関名

★名古屋セントラルクリニック

★国際セントラルクリニック

★大名古屋ビルセントラルクリニック

★和合セントラルクリニック

★オリエンタル労働衛生協会

★オリエンタル蒲郡健診センター

★三河安城クリニック

★ライフ健康クリニック

★瀬戸健康管理センター

岡崎市医師会はるさき健診センター

宇野病院健診センター

津島市民病院健康管理センター

半田市医師会健康管理センター

中野胃腸病院健診センターなかの

光生会病院総合健診センター

エルズメディケア名古屋（女性専用）

泰 玄 会 西 病 院

中京サテライトクリニック

木 村 ク リ ニ ッ ク

KKCウエルネス名古屋健診クリニック

小林記念病院健康管理センター

②②契契約約健健診診機機関関以以外外でで受受診診すするる（（個個人人健健診診））

④巡回健診 【要予約】

【年度内随時】

①①契契約約健健診診機機関関でで受受診診すするる 【【要要予予約約】】

③③事事業業者者健健診診

※
食
事
は
前
日
の
午
後
九
時
ま
で
に
お
済
ま
せ

い
た
だ
き
、
当
日
、
健
診
終
了
ま
で
、
水
以
外

の
摂
取
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。
牛
乳
・
ス

ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
・
清
涼
飲
料
水
・
ガ
ム
・

飴
な
ど
も
検
査
数
値
に
影
響
を
与
え
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
健
診
補
助
は
、
年
度
内
①
～
⑤
の
い
ず
れ
か

一
つ
に
な
り
ま
す
。
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労労
災災
保保
険険
ＱＱ
＆＆
ＡＡ

ＱＱ

労労
災災
保保
険険
とと
はは
、、
どど
のの
よよ

うう
なな
制制
度度
でで
すす
かか
？？

Ａ

仕
事
中
の
ケ
ガ
は
原
則
、

健
康
保
険
が
使
え
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
仕
事
中
の
ケ
ガ
を

補
償
す
る
の
が
労
災
保
険
で

す
。

ＱＱ

労労
災災
保保
険険
にに
加加
入入
すす
るる
とと

どど
のの
よよ
うう
なな
補補
償償
がが
受受
けけ
らら

れれ
まま
すす
かか
？？

Ａ

治
療
費
は
原
則
無
料
で
す
。

仕
事
を
休
ん
だ
と
き
は
休

業
四
日
目
か
ら
休
業
補
償
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

そ
の
他
、
障
害
補
償
、
遺

族
補
償
、
葬
祭
料
等
の
様
々

な
補
償
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ＱＱ

現現
場場
でで
労労
災災
保保
険険
にに
加加
入入

すす
るる
よよ
うう
にに
とと
言言
わわ
れれ
まま
しし

たた
がが
、、
どど
うう
すす
れれ
ばば
いい
いい
でで

すす
かか
？？

Ａ

労
災
保
険
は
月
の
途
中
か

ら
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

ま
ず
は
組
合
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

ＱＱ

労労
災災
保保
険険
へへ
のの
加加
入入
手手
続続

きき
はは
どど
うう
すす
れれ
ばば
いい
いい
でで
すす

かか
？？

Ａ

窓
口
ま
た
は
郵
送
に
て
お

手
続
き
く
だ
さ
い
。

ＱＱ

一一
人人
親親
方方
労労
災災
保保
険険
だだ
けけ

入入
れれ
まま
すす
かか
？？

Ａ

「
組
合
」
と
「
一
人
親
方

労
災
保
険
」
加
入
が
必
要
で

す
。組

合
へ
の
加
入
は
必
須
で

す
が
、
健
康
保
険
へ
の
加
入

は
任
意
に
な
り
ま
す
。

ＱＱ

一一
人人
親親
方方
労労
災災
保保
険険
のの
加加

入入
費費
用用
はは
どど
のの
くく
らら
いい
かか
かか

りり
まま
すす
かか
？？

Ａ

初
回
の
み
組
合
加
入
金
一

万
五
千
円
、
月
々
の
組
合
費

等
が
四
千
九
百
円
（
内
、
組
合

費
…
二
千
四
百
円
・
支
部
費

…
五
百
円
・
積
立
金
…
二
千

円
）
と
、
労
災
保
険
料
で
す
。

一
人
親
方
労
災
保
険
料

は
、
加
入
月
と
希
望
す
る
給

付
基
礎
日
額
で
変
わ
り
ま
す
。

ＱＱ

おお
施施
主主
ささ
んん
かか
らら
、、
直直
接接

工工
事事
をを
頼頼
まま
れれ
まま
しし
たた
。。
労労

災災
保保
険険
はは
どど
のの
よよ
うう
にに
すす
れれ

ばば
いい
いい
でで
しし
ょょ
うう
かか
？？

Ａ

元
請
工
事
（
下
請
で
は
な

い
工
事
）
を
行
う
場
合
、
労

災
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
他
に
も
、
分
譲
住
宅

メ
ー
カ
ー
や
不
動
産
会
社
か

ら
直
接
工
事
を
請
け
負
う
場

合
も
、
元
請
工
事
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
組

合
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

雇雇
用用
保保
険険
ＱＱ
＆＆
ＡＡ

ＱＱ

従従
業業
員員
をを
雇雇
うう
ここ
とと
にに
なな

りり
まま
しし
たた
。。
どど
のの
よよ
うう
なな
手手

続続
きき
がが
必必
要要
でで
すす
かか
？？

Ａ

雇
用
保
険
に
加
入
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。（
場
合
に
よ

っ
て
は
、
他
の
社
会
保
険
関

係
も
手
続
き
が
必
要
で
す
）

ＱＱ

雇雇
用用
保保
険険
とと
はは
、、
どど
のの
よよ

うう
なな
制制
度度
でで
すす
かか
？？

Ａ

失
業
保
険
と
い
う
と
イ

メ
ー
ジ
し
や
す
い
と
思
い
ま

す
。
一
人
で
も
雇
っ
た
際
に

必
ず
か
け
な
け
れ
ば
い
け
な

い
公
的
な
保
険
で
す
。

そ
の
他
に
事
業
主
へ
の
国

に
よ
る
助
成
金
制
度
も
あ
り

ま
す
。

ＱＱ

雇雇
用用
保保
険険
のの
手手
続続
きき
はは
組組

合合
でで
可可
能能
でで
すす
かか
？？

Ａ

可
能
で
す
。
さ
ら
に
、
出

勤
簿
な
ど
の
必
要
な
帳
簿
類

も
お
渡
し
し
ま
す
。

ＱＱ

従従
業業
員員
のの
雇雇
用用
保保
険険
料料
はは

どど
のの
よよ
うう
にに
計計
算算
すす
るる
のの
でで

すす
かか
？？

Ａ

月
々
の
給
与
総
額
に
従
業

員
の
負
担
率
を
か
け
て
く
だ

さ
い
。
（
右
図
参
照
）

ＱＱ

試試
用用
期期
間間
中中
のの
従従
業業
員員
のの

雇雇
用用
保保
険険
のの
取取
扱扱
いい
はは
どど
うう

なな
りり
まま
すす
かか
？？

Ａ

試
用
期
間
中
で
あ
っ
て

も
、
加
入
要
件
を
満
た
し
て

い
る
従
業
員
に
つ
い
て
は
、

雇
用
保
険
に
加
入
さ
せ
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

ＱＱ

パパ
ーー
トト
・・
アア
ルル
ババ
イイ
トト
もも

雇雇
用用
保保
険険
にに
加加
入入
でで
きき
まま
すす

かか
？？

Ａ

以
下
の
条
件
を
二
つ
と
も

満
た
せ
ば
加
入
で
き
ま
す
。

①
一
週
間
に
二
十
時
間
以
上

働
く
こ
と
。

②
三
十
一
日
以
上
雇
う
見
込

み
が
あ
る
こ
と
。

全
建
愛
知
で
は
、
一
人
親
方
労
災
保
険
は
も
ち
ろ
ん
、
事
業
所
の
労
災
・
雇
用
保
険
も
手

続
き
が
で
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

従従業業員員ががいいるる

入入
っっ
てて
安安
心心
まま
かか
せせ
てて
安安
心心

全全
建建
愛愛
知知

事業所労災＋事業主特別加入

㈱△△建築○○建築

事業主 役 員事業主 家族従事者

親族以外の従業員 親族以外の従業員

同居している家族従
事者は、従業員では

ありませんので、事

業主と同じように特
別加入が必要です。

法人の役員は、従業

員ではありませんの

で、事業主と同じよ

うに特別加入が必要

です。

従業員のケガは、元請労災！

従従業業員員ががいいなないい
一人親方労災保険

一人親方
一人親方

家族従事者 一人親方 一人親方

従業員扱いをしてい

ないと、グループで

請負っているとみな

されます。全員が一
人親方労災保険の加

入対象です。

同居している家族従
事者は、従業員では

ありません。一人親
方労災保険に加入し

ないと、労災保険は

適用されません。

雇雇用用保保険険料料率率がが変変わわりりままししたた！！！！
令和4年3月30日に「雇用保険法等の一部を改正する法

律案」が国会で成立しました。それにより、雇用保険法が改

正され、2022年は4月と10月に雇用保険料率が二段階

に分けて引き上げられます。10月からは、労働者負担・

事業主負担両方の保険料率が変更となりました。一人親方は、元請・下請に関係なく、自分自身の一人親方
労災保険が適用されます。

〈〈令令和和４４年年４４月月１１日日～～99月月3300日日〉〉

〈〈令令和和４４年年1100月月１１日日～～令令和和５５年年３３月月3311日日〉〉

給給与与へへのの反反映映ののタタイイミミンンググにに注注意意
10月の料率変更は「10月支給」ではなく

「10月分」である事に気をつけましょう！！

総支給300,000円
300,000×４/1,000＝1,200円

総支給300,000円
300,000×６/1,000＝1,800円

①＋②
雇用保険料率

1122..55
1,000

99..55
1,000

②
労働者負担

４４
1,000

３３
1,000

①
事業主負担

88..55
1,000

66..55
1,000

負担者

事業の種類

建設の事業

一般の事業

①＋②
雇用保険料率

1166..55
1,000

1133..55
1,000

②
労働者負担

６６
1,000

５５
1,000

①
事業主負担

1100..55
1,000

88..55
1,000

負担者

事業の種類

建設の事業

一般の事業

9月末締め10月10日払い

10月20日締め10月末払い

労
働
保
険
特
集

例１

例２
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受講資格一般建築物
石綿含有建材調査者講習

大気汚染防止法の改正により、建物の解体・改修工事時の石綿飛散防止対策が強化さ

れました。事前調査を実施するために必要な知識を有する者として、「石綿含有建材調

査者」が行うことが義務付けられました。講習を受講し修了考査に合格すると、一戸建

て等を含む全ての建築物の事前調査ができる有資格者となります。

建建築築物物のの解解体体・・改改修修工工事事のの事事前前調調査査はは、、
「「石石綿綿含含有有建建材材調調査査者者」」のの資資格格がが必必要要でですす

２２００２２３３年年
１１００月月施施行行

■開催日時 １月開催：令和５年 １月19日（木）～20日（金）

・１日目（座学講習）９時～17時30分予定

・２日目（座学講習・試験）９時～17時30分予定

※２日間全てに参加していただきます

■講習会場 全建愛知会館

■定 員 25名

■受 講 料 48,600円（税込・テキスト代含む）

■内 容 講義（座学）・試験

※資格取得には、全て講義を受講後に修了考査（試験）に合格する

ことが必要です。

■募集期間 １月開催：令和４年10月11日（火）～12月23日（金）

■受講資格 全建愛知の組合員、および組合員の従業員のみ。

なお、右表のいずれかの受講資格（受講区分）を満たす必要があり

ます。実務経験を証明する書類が必要です。

■申込・問合 労働対策部までご連絡ください。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
考
え
て

い
る
消
費
者
の
相
談
に
対
応
す

る
と
と
も
に
、
積
極
的
に
助
言

な

ど

を

行

い
、
住

宅

の

リ

フ
ォ
ー
ム
の
健
全
な
普
及
を
促

進
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
皆
様
も
増
改

築
相
談
員
資
格
を
取
得
し
て
有

効
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時

・
令
和
五
年
二
月
十
日
（
金
）

・
令
和
五
年
二
月
十
二
日
（
日
）

い
ず
れ
か
一
日
の
受
講
。

午
前
九
時
三
十
分
～

午
後
六
時
二
十
分

■
会
場

全
建
愛
知
会
館

■
研
修
内
容

・
相
談
・
工
事
の
進
め
方

・
介
護
保
険
に
お
け
る
住
宅
改
修

・
関
連
融
資
・
住
宅
の
税
金

・
住
宅
の
点
検
と
補
修

・
考
査
等

■
受
講
資
格

住
宅
の
新
築
工
事
又
は
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
に
関
し
実
務
経

験
が
十
年
以
上
あ
る
こ
と
。

■
受
講
料

組
合
員

二
万
五
千
円

組
合
員
外

三
万
五
千
円

※
テ
キ
ス
ト
・
昼
食
込

■
締
切

一
月
二
十
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合

住
宅
対
策
部
ま
で
。

各
地
域
の
「
実
習
モ
デ
ル
」

を
使
用
し
て
、
床
・
壁
・
天
井

の
部
位
ご
と
の
断
熱
方
法
等
に

つ
い
て
講
師
の
指
導
の
も
と
で

施
工
し
、
「
現
場
で
作
業
す
る

施
工
者
」
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
る
と
と
も
に
断
熱
施
工
に
か

か
わ
る
疑
問
や
不
安
を
解
消
し

ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
講
し
て

く
だ
さ
い
。

■
日
程

海
部
会
場

十
一
月
二
十
六
日
（
土
）

十
一
月
二
十
七
日
（
日
）

十
一
月
二
十
八
日
（
月
）

■
会
場

愛
西
市
内
佐
屋
町
佐

屋
河
原
一
二
�
一

㈲
中
野
商
会

■
日
程

岡
崎
会
場

十
二
月
十
日
（
土
）

十
二
月
十
一
日
（
日
）

十
二
月
十
二
日
（
月
）

■
会
場

岡
崎
市
藤
川
町
下
西

ノ
入
七
三

岡
崎
製
材
㈱

■
時
間

午
前
の
部
…

午
前
九
時
三
十
分
～

十
二
時
三
十
分

午
後
の
部
…

午
後
一
時
三
十
分
～

午
後
四
時
三
十
分

（
三
時
間
の
講
習
に

な
り
ま
す
）

■
受
講
料

無
料

■
対
象

木
造
住
宅
の
断
熱
施

工
に
携
わ
る
「
大
工

さ
ん
が
対
象
」
で
す
。

■
定
員

各
回
九
名

■
締
切

十
一
月
十
四
日
（
月
）

■
申
込
・
問
合

愛
知
県
建
設
団
体
連
合
会

（
担
当

愛
知
県
建
設
組
合

連
合
）

℡
０
５
２
�
２
２
８
�
９
９
２
５

住宅対策部大工さん必見！
「「
全全
リリ
協協
」」
入入
会会
要要
件件

国
土
交
通
省
補
助
事
業

「
断
熱
施
工
実
技
研
修
会
」開
会

「「
増増
改改
築築
相相
談談
員員
新新
規規
研研
修修
会会
」」開
催

中建国保に加入している皆様へ

新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症ににかかかかるる
「「傷傷病病手手当当金金」」・・「「国国民民健健康康保保険険料料のの減減免免」」ににつついいてて

■新型コロナウイルス感染症にかかる傷病手当金の支給について
新型コロナウイルス感染症に感染した（または感染が疑われ

た）場合に、その療養のために労務に服することができなかった

方を対象に傷病手当金を支給しています。なお、令和４年11月

１日以降の感染（または感染疑い）より支給の対象となる制度及

び被保険者について、下記の内容に変更となりました。

※令和４年10月31日以前の感染（または感染疑い）の制度内

容については組合ＨＰでご確認いただくか、健康保険・共済係

までご連絡ください。

【支給対象となる方】
１、法人及び個人事業所に雇用されている（法人事業所の代表

も含む）組合員及び事業所に雇用されている家族被保険者

⇒新型コロナウイルス感染症に感染した（または感染が疑わ

れた）ことで、その療養のために労務に服することができ

ず、給与等の全部または一部を受けることができない方に

対し、国の財政支援に基づく新型コロナウイルス感染症に

特化した傷病手当金を支給。

⇒保険医療機関で療養の給付を受け、医師の診断により労務

不能と認められて休業した組合員に限り、１日目～３日目

の待機期間に対し、通常の傷病手当金を支給。

２、個人事業所の事業主及び一人親方

⇒新型コロナウイルス感染症に感染した（または感染が疑わ

れた）ことで、保険医療機関で療養の給付を受け、医師の

診断により労務不能と認められて休業した組合員に対し、

通常の傷病手当金を支給。

※同居する家族が感染したことによる「濃厚接触者」に該当した

場合の傷病手当金の申請はありません。

■国民健康保険料の減免について
令和４年４月１日から令和５年３月31日までの期間に組合員

が新型コロナウイルス感染症に感染した場合、当該１か月分の国

民健康保険料減免を実施しています。なお、申請の提出期限は令

和５年４月12日（本部事務所必着）ですので、ご注意ください。

※内容については組合ＨＰでご確認いただくか、健康保険・共済

係までご連絡ください。

【注意事項】

虚偽の申請等で不正受給が判明した場合、返還などが求められ

ることがあります。

【問合】

健康保険・共済係までご連絡ください。

実務経験年数

卒業後の建築に関する

実務経験年数：２年以上

卒業後の建築に関する

実務経験年数：３年以上

卒業後の建築に関する

実務経験年数：４年以上

卒業後の建築に関する

実務経験年数：７年以上

建築に関する

実務経験年数：11年以上

実務経験年数：２年以上

石綿含有建材の調査に関する

実務経験年数：５年以上

従事経験年数：２年以上

受 講 資 格

学校教育法による大学（短期大学を除く。）において、

建築に関する正規の課程またはこれに相当する課程を

修めて卒業した者

学校教育法による短期大学（修業年限が３年であるも

のに限り、同法による専門職大学の３年の前期課程を

含む。）において、建築に関する正規の課程またはこれ
に相当する課程（夜間において授業を行うものを除

く。）を修めて卒業した者

（専門職大学の前期課程にあっては、修了した者）

「２」に該当する者を除き、学校教育法による短期大
学（同法による専門職大学の前期課程を含む。）また

は高等専門学校において、建築に関する正規の課程又

はこれに相当する課程を修めて卒業した者

学校教育法による高等学校または中等教育学校におい

て、建築に関する正規の課程またはこれに相当する課
程を修めて卒業した者

「１～４」に該当しない者（学歴不問）

建築行政または環境行政（石綿の飛散の防止に関する

ものに限る。）に関わる者

特定化学物質等作業主任者技能講習を平成18年３月
までに修了した者

石綿作業主任者技能講習を修了した者

（実務経験年数不問）

産業安全専門官もしくは労働衛生専門官、産業安全専

門官もしくは労働衛生専門官であった者

労働基準監督官として従事した経験を有する者

受講
区分

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症ににかかかかるる傷傷病病手手当当金金のの支支給給対対象象がが変変更更ととななりりまますす

募集中
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九
月
十
七
日
（
土
）
～
十
九

日
（
月
・
祝
）
の
三
日
間
、
全

建
総
連
全
国
青
年
技
能
競
技
大

会
が
群
馬
県
Ｇ
メ
ッ
セ
群
馬

（
群
馬
県
高
崎
市
）
で
開
催
さ

れ
、
三
十
県
連
・
組
合
か
ら
五

十
六
人
の
選
手
が
集
結
し
腕
を

競
い
合
い
ま
し
た
。

全
国
青
年
技
能
競
技
大
会

は
、
全
国
の
青
年
技
能
者
の
技

能
レ
ベ
ル
を
競
う
こ
と
に
よ

り
、
青
年
技
能
者
に
努
力
目
標

を
与
え
る
と
共
に
、
技
能
尊
重

機
運
の
熟
成
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
一
九
八
五
年
か
ら
毎

年
開
催
さ
れ
、
今
回
で
三
十
八

回
目
を
迎
え
ま
す
。

選
手
は
、
六
時
間
の
競
技
時

間
内
に
支
給
材
を
用
い
て
、
仕

様
概
要
（
原
寸
図
の
製
作
↓
部

材
の
木
削
り
↓
墨
付
け
↓
加
工

仕
上
げ
↓
組
み
立
て
）
に
従
い

「
四
方
転
び
踏
み
台
」
の
製
作

を
通
し
て
、
日
々
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
、
技
を
競
い
合
い

ま
す
。

全
建
愛
知
か
ら
は
、
二
回
目

の
出
場
と
な
る
長
谷
川
裕
平
さ

ん
（
港
支
部
／
二
十
六
歳
）
と
、

初
出
場
と
な
る
柴
田
叡
治
さ
ん

（
豊
田
支
部
／
二
十
三
歳
）
が

出
場
し
ま
し
た
。

二
名
の
選
手
は
大
会
で
は
大

健
闘
し
、
制
限
時
間
内
に
見
事

完
成
さ
せ
ま
し
た
。

出
場
し
た
長
谷
川
裕
平
さ
ん

は
「
結
果
は
、
入
賞
な
ら
ず
と

て
も
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し

た
。
原
因
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
練
習
で
作
っ
た
物

を
比
較
し
て
何
が
い
け
な
い
の

か
追
求
を
試
み
ま
し
た
が
、

ハ
ッ
キ
リ
し
た
も
の
を
掴
め
ず

曖
昧
な
ま
ま
本
番
を
迎
え
て
し

ま
っ
た
事
で
す
。
二
つ
目
は
、

本
番
の
組
み
立
て
の
時
に
ス

ム
ー
ズ
に
行
か
ず
焦
っ
て
し
ま

い
、
貫
を
一
本
割
っ
て
し
ま
っ

た
事
で
す
。
前
回
出
場
し
た
大

会
の
時
と
比
べ
る
と
、
作
品
の

出
来
は
悪
か
っ
た
で
す
。
で
も

悪
い
事
ば
か
り
で
は
無
く
、
前

回
は
時
間
ギ
リ
ギ
リ
だ
っ
た
の

に
対
し
て
、
今
回
は
二
十
分
程

余
裕
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、

前
回
出
来
な
か
っ
た
最
後
の
仕

上
げ
が
で
き
ま
し
た
。
木
づ
く

り
も
綺
麗
に
早
く
出
来
る
よ
う

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
自
分

で
も
成
長
を
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
た
だ
原
因
を
突

き
止
め
き
れ
ず
、
本
番
で
焦

り
、
出
来
だ
け
見
た
ら
前
回
よ

り
悪
い
の
で
納
得
い
か
ず
、
ま

た
出
場
し
て
良
い
結
果
を
残
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
」
と
、
次

回
に
向
け
て
の
抱
負
を
語
っ
て

い
ま
し
た
。

柴
田
叡
治
さ
ん
は
「
初
め
て

大
会
に
出
場
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
大
変
良
い
経
験
が
出
来
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
、
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
改
め
て
、
今

大
会
を
振
り
返
る
と
、
悔
し
い

の
一
言
で
す
。
本
番
で
は
、
と

て
も
緊
張
し
て
し
ま
い
、
時
間

ギ
リ
ギ
リ
に
完
成
す
る
ほ
ど
で

し
た
。
全
国
の
高
い
レ
ベ
ル
を

思
い
知
ら
さ
れ
、
ま
だ
ま
だ
、

実
力
・
勉
強
不
足
を
痛
感
し
ま

し
た
。
こ
の
大
会
で
、
自
分
の

欠
点
も
分
か
り
、
次
回
の
大
会

に
向
け
一
年
か
け
克
服
し
再
度

出
直
し
ま
す
。
次
こ
そ
は
、
納

得
い
く
作
品
を
完
成
さ
せ
、
皆

さ
ん
に
恩
返
し
が
し
た
い
で

す
」
と
、
次
回
に
向
け
て
の
抱
負

を
力
強
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

長長
谷谷
川川
選選
手手
、、
柴柴
田田
選選
手手

大大
健健
闘闘
！！！！

第第
三三
十十
八八
回回
全全
国国
青青
年年
技技
能能
競競
技技
大大
会会

最終工程にかかる長谷川裕平さん

力強い眼差しの柴田叡治さん

健健康康保保険険料料払払込込通通知知書書のの
発発送送おお申申しし込込みみはは、、おお早早めめにに

税金の申告で健康保険料は、社会保険料控除の対象です。
中建国保にご加入の方で、払込通知書が必要な方は、組合
へご連絡ください。払込通知書を発行し、組合員本人のご自
宅へ郵送します。
但し、事業所や親方さんがまとめて引落されている場合
は、事業所または親方さんへ郵送します。
なお、ご連絡のない方には払込通知書の発行はいたしませ
ん。また、口頭、FAX での回答はさし控えさせていただきま
すので余裕をもってお申し込みください。おお申申込込みみいいたただだきき
ままししたた払払込込通通知知書書はは、、1122月月上上旬旬頃頃のの発発送送予予定定ととななりりまますす。。
※平成28年度から名称が「払込証明書」から「払込通知書」
になり、10月１日時点のお手続き状況を反映した払込済
み額と払込予定額の表示となります。また、毎月の組合費
2,400円・支部費500円については通知に含まれませんの
でご了承ください。

ご案内

現現場場賠賠償償共共済済パパーートトナナーー
全建愛知では、『現場賠償共済パートナー』を取り扱っております。

現場賠償共済パートナーは次の（１）（２）によって、他人の身体・生

命を害したり、他人の財物を損壊したことにより、組合員の皆様が法律上

の賠償責任を負担することによって被る損害を補償します。

（１）仕事の遂行に起因する損害賠償

建築工事、増改築工事等の現場で工事用資材・機材などを落下させた

り建設機械類の倒壊など作業（請負工事）の遂行に起因する賠償責任

（２）仕事の遂行のために用いる「施設」に起因する損害賠償

現場事務所、資材置場等の付帯施設が原因となった賠償責任

◆保険期間◆

12月１日から翌年12月１日午後４時までの１年間となります。

※保険期間途中での加入も可能です。この場合は、保険料をご入金され

た翌日からの補償となります。

また、オプションで「ＰＬ特約（生産物危険補償特約）」と「建設工事

保険」をつけることにより、万全な補償体制になります。

ＰＬ保険は次の（１）（２）によって、他人の身体・生命を害したり、

他人の財物を損壊したことにより、組合員の皆様が法律上の賠償責任を負

担することによって被る損害を補償します。

（１）組合員の皆様が製造した生産物の欠陥による損害賠償

（２）工事・作業の完了（引渡し）後、その仕事のミス（不備・欠陥）に

よる損害賠償

対人事故が発生した場合は、賠償責任額が確定する前であっても所定の

お見舞金費用をお支払いすることができます。

建設工事保険は、ビル、工事建屋、住宅などの建物およびこれに類する

建築工事を対象とし、建築工事中に生じる損害を補償する保険です。

工事現場に材料が搬入されてから建築完成後引き渡しまでの工事の過程

で発生した不測かつ突発的な事故によって、工事（仮工事を含みます）の

目的物、工事用仮設物、工事用仮設建物、工事用材料および工事用仮設材

などに生じた物的損害を包括的に補償します。

ひとたび事故がおきてしまえばその責任も、重大かつ致命的な事故とも

なりかねません。

あなた自身の責任の遂行のためにも、施主への配慮のためにも、この「現

場賠償共済パートナー」を仕事の“パートナー”としてご検討ください。

詳しくは、労働保険係までご連絡ください。

訂
正
と
お
詫
び

十
月
号
キ
ャ
ロ
ッ
ト
に
同
封

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
「
税

金
講
習
会
案
内
」
チ
ラ
シ
の
一

部
に
開
催
時
間
の
記
載
間
違
い

が
あ
り
ま
し
た
。

十
二
月
十
六
日
（
金
）
、
源

泉
徴
収
・
年
末
調
整
講
習
会
の

開
催
時
間
が
午
前
十
時
～
正
午

と
記
載
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

正
し
く
は
午
後
一
時
～
午
後
四

時
と
な
り
ま
す
。
訂
正
し
て
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

予防接種を受けよう

イインンフフルルエエンンザザ予予防防接接種種
補補助助金金制制度度

【【補補助助対対象象者者】】

接種時点で中建国保の資格のある組合員・家族

【【補補助助対対象象ととななるる接接種種のの時時期期】】

令和４年４月１日～令和５年３月31日

【【補補助助金金額額】】

2,000円

（補助対象者１人当たり年度内２回）

【【必必要要書書類類】】

①インフルエンザ予防接種補助金申請書

申請書は令和４年度中建国保の便利帳63頁以降に添付。

また、中建国保 HP からダウンロードできます。

②下記の条件を満たす書類

・インフルエンザ予防接種を受けたことが確認できるもの

・接種日、接種を受けた方、医療機関名が確認できるもの

例／領収書の原本、接種証明書の写し、母子手帳の表紙及び

予防接種の記録欄の写し等

【【支支給給方方法法】】

補助金は、申請月の翌月末に組合員名義の指定口座に振り込みます。

※問合 健康保険・共済係までご連絡ください。

年年度度内内２２回回補補助助
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岡
崎
支
部
／

住
宅
デ
ー（
商
工
フ
ェ
ア
）

■
日
程

十
一
月
五
日
（
土
）

～
六
日
（
日
）

■
会
場

岡
崎
公
園

津
島
支
部
／
住
宅
デ
ー（
木
工
教
室
）

■
日
程

十
一
月
九
日
（
水
）

■
会
場

蛭
間
小
学
校
（
な
か
よ
し
会
）

木
曽
川
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程

十
一
月
十
三
日
（
日
）

■
会
場

木
曽
川
町
商
工
ま
つ
り

尾
北
支
部
／
住
宅
デ
ー

あ
つ
ま
れ
い
ぬ
や
ま
っ
こ

■
日
程

十
一
月
十
三
日
（
日
）

■
会
場

犬
山
市
南
部
公
民
館

瑞
穂
支
部
／

住
宅
デ
ー（
区
民
ま
つ
り
協
賛
）

■
日
程

十
一
月
二
十
日
（
日
）

■
会
場

パ
ロ
マ
瑞
穂
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
広
場

春
日
井
支
部
／
秋
レ
ク

健
康
体
力
づ
く
り

■
日
程

十
一
月
六
日
（
日
）

■
会
場

リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド

（
現
地
集
合
現
地
解
散
）

小
牧
支
部
／
二
泊
旅
行

■
日
程

十
一
月
五
日
（
土
）

～
七
日
（
月
）

■
行
先

四
国
他

一
宮
支
部
／
北
陸
・
和
倉
温
泉

一
泊
旅
行
・
五
十
周
年
記
念
事
業

■
日
程

十
一
月
十
二
日
（
土
）

～
十
三
日
（
日
）

■
行
先

北
陸
方
面

北
支
部
壮
年
部
主
催
／

健
康
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程

十
一
月
二
十
日
（
日
）

■
会
場

小
牧
コ
ロ
ナ
キ
ャ
ッ

ト
ボ
ウ
ル

碧
海
支
部
青
年
部
／
親
子
サ
バ
ゲ
ー

■
日
程

十
一
月
二
十
日
（
日
）

■
会
場

ブ
レ
イ
ブ
ポ
イ
ン
ト

名
古
屋
店

津
島
支
部
／

お
泊
り
関
西
お
笑
い
ツ
ア
ー

五
十
周
年
記
念
事
業

■
日
程

十
一
月
二
十
六
日
（
土
）

～
二
十
七
日
（
日
）

■
行
先

な
ん
ば
グ
ラ
ン
ド
花

月
～
淡
路
洲
本
温
泉

～
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ

ン
ド

豊
田
支
部
／
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス

タ
ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン

■
日
程

十
一
月
二
十
六
日
（
土
）

■
行
先

Ｕ
Ｓ
Ｊ

旭
瀬
戸
支
部
／
往
復
新
幹
線
で

行
く
Ｕ
Ｓ
Ｊ
の
旅

組
合
五
十
周
年
及
び

支
部
二
十
五
周
年
記
念
事
業

■
日
程

十
一
月
二
十
七
日
（
日
）

■
行
先

Ｕ
Ｓ
Ｊ

昭
和
支
部
主
婦
の
会
／

秋
の
京
都
の
旅

■
日
程

十
一
月
二
十
七
日
（
日
）

■
行
先

京
都
伏
見
稲
荷
他

天
白
支
部
／
飛
騨
高
山
の
旅

健
康
体
力
づ
く
り

■
日
程

十
一
月
二
十
七
日
（
日
）

■
行
先

高
山
市
内
他

豊
橋
支
部
／
バ
ス
レ
ク

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
と
伊
勢
神
宮
内
宮
参
拝

■
日
程

十
一
月
二
十
七
日
（
日
）

■
行
先

三
重
県

緑
支
部
／
懇
親
会
マ
グ
ロ
の

解
体
シ
ョ
ー
寿
司
食
べ
放
題

■
日
程

十
一
月
二
十
七
日
（
日
）

■
会
場

石
亭

一
宮
支
部
／
忘
年
会

■
日
程

十
二
月
四
日
（
日
）

■
会
場

和
食
処

魚
房

東
海
支
部
青
年
部
／

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
＆
健
康
体
力
づ
く
り

五
十
周
年
記
念
事
業

懇
親
会

■
日
程

十
二
月
四
日
（
日
）

■
会
場

半
田
グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ

ル
、
蔵
の
ま
ち
魚
太
郎

東
支
部
／
一
泊
旅
行

五
十
周
年
記
念
事
業

■
日
程

十
二
月
十
七
日
（
土
）

～
十
八
日
（
日
）

■
会
場

ナ
ガ
シ
マ
リ
ゾ
ー
ト

昭
和
支
部
主
婦
の
会
／

生
け
花
教
室

■
日
程

十
二
月
二
十
九
日
（
木
）

■
会
場

川
原
神
社

緑
支
部
主
婦
の
会
／

ホ
テ
ル
ラ
ン
チ
＆

劇
団
四
季
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｓ
観
劇

■
日
程

二
月
十
日
（
金
）

■
会
場

名
古
屋
四
季
劇
場
他

中
村
支
部
主
婦
の
会
／
忘
年
会

■
日
時

十
二
月
二
日
（
金
）

午
前
十
一
時
三
十
分

開
始

■
会
場

松
坂
屋
名
古
屋
店

銀
座
ア
ス
タ
ー

■
会
費

三
千
円

■
締
切

十
一
月
三
十
日
（
水
）

■
問
合
・
申
込

内
藤
美
佐
子
ま
で

℡
０
９
０-

３
２
５
６-

４
３
４
５

千
種
支
部
／
支
部
一
泊
研
修

■
日
程

十
二
月
四
日
（
日
）

～
五
日
（
月
）

■
行
先

伊
豆
方
面

■
会
費

大
人

一
万
五
千
円

小
人
（
小
学
生
以
下
）

五
千
円

■
定
員

満
了
次
第
締
切

■
備
考

ワ
ク
チ
ン
三
回
接
種

証
明
及
び
身
分
証
明
の
呈
示

と
な
り
ま
す

■
問
合
・
申
込

丹
羽
文
秀
ま
で

℡
０
９
０-

３
５
６
５-

３
５
５
３

中
川
熱
田
支
部
主
婦
の
会
／

大
人
の
た
め
の
ク
リ
ス
マ
ス

ラ
ン
チ
会

■
日
程

十
二
月
五
日
（
月
）

■
会
場

名
古
屋
金
山
グ
ラ
ン

コ
ー
ト
二
十
九
階

■
内
容

中
国
料
理
「
花
梨
」

で
ラ
ン
チ

■
会
費

千
円
（
プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
）

■
締
切

十
一
月
十
五
日
（
火
）

■
申
込

住
所
・
氏
名
・
携
帯

電
話
番
号
・
�
番
号
を
記
入

し
て
、
�
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合

内
藤
富
子
ま
で

℡
０
９
０-

４
１
８
７-

８
６
４
０

�
０
５
２-

３
５
１-

０
７
１
４

■
備
考

コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に

よ
り
、
中
止
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

一
宮
支
部
主
婦
の
会
／

お
正
月
花
教
室

■
日
時

十
二
月
二
十
七
日
（
火
）

午
前
九
時
～
正
午

■
会
場

ア
イ
プ
ラ
ザ
一
宮
二
階

■
会
費

千
円

■
持
参

花
器
・
ハ
サ
ミ
・
あ

れ
ば
剣
山

■
締
切

十
二
月
十
七
日
（
土
）

■
問
合
・
申
込

小
澤
明
美
ま
で

℡
・
�
０
５
８
６-

７
７-

４
５
６
２

℡
０
９
０-

３
５
７
８-

４
０
６
７

豊
田
支
部
主
婦
の
会
／
可
愛
い

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
作
り
＆
酵
素

ジ
ュ
ー
ス
の
お
は
な
し

■
日
時

一
月
二
十
九
日
（
日
）

午
前
十
時
三
十
分
開
会

■
会
費

千
五
百
円

■
対
象

組
合
員
の
奥
様
及
び

女
性
組
合
員

■
定
員

二
十
五
名

■
特
典

美
味
し
い
ラ
ン
チ

（
お
弁
当
）
付

■
備
考

会
場
が
未
定
の
た

め
、
決
ま
り
次
第
参
加
者
の

方
へ
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

皆
で
ワ
イ
ワ
イ
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
・
申
込

中
島
裕
子
ま
で

℡
０
９
０-

６
０
７
９-

４
８
９
３

【
注
意
】

予
定
さ
れ
る
前
記
の
行
事

は
、
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
「
中

止
」
ま
た
は
「
延
期
」
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新

情
報
は
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

おお得得なな情情報報
コーナンＰＲＯで

お買い物をすると特別優待で３％割引
以前より業務提携を結んでいるコーナンＰＲＯでお得にお買い物いただ

けるようになりました。ぜひ、県内５店舗のコーナンＰＲＯをご利用くだ

さい。

■期間

2022（令和４）年７月１日（金）～2023（令和５）年６月30日（金）

■内容

県内５ヵ所のコーナンＰＲＯにて、「組合員手帳」を提示の上、会計を

すると特別優待「３％割引」にてご購入いただけます。

■対象店舗

�コーナンＰＲＯ一宮店 一宮市丹陽町外崎字郷裏400番地

�コーナンＰＲＯ宝生店 名古屋市南区宝生町３丁目22番地

�コーナンＰＲＯ小牧店 小牧市堀の内４丁目140番地の１

�コーナンＰＲＯ新小牧パワーズ店 小牧市間々原新田上新池879

�コーナンＰＲＯ熱田四番町店 名古屋市熱田区四番２丁目21番51号

■備考

組合員手帳の「組合員証」欄には氏名等を記入してから、レジにお並び

ください。

組
合
員
の
皆
様
、
労
働
管

理
、
労
働
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
で

困
っ
た
と
き
は
、
提
携
し
て
い

る
社
会
保
険
労
務
士
に
相
談
で

き
ま
す
。

電
話
相
談
は
、
無
料
。

労
務
相
談
会
に
つ
い
て
は
、

三
十
分
無
料
で
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

〇
電
話
相
談
�
随
時

〇
労
務
相
談
会
�
予
約
制

�
日
時

十
一
月
三
十
日
（
水
）

午
前
十
時
・
十
時
三
十
分
・

十
一
時
・
十
一
時
三
十
分

（
各
三
十
分
ず
つ
）

�
会
場
�
全
建
愛
知
会
館

�
申
込
締
切
�

十
一
月
二
十
二
日
（
火
）

※
ご
相
談
の
方
は
、
ま
ず
組
合

ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

社会保険労務士に 社社
会会
保保
険険
労労
務務
士士
にに
よよ
るる

賃金
問題ご 相 談 を ！ 無無

料料
のの
電電
話話
相相
談談
・・

個個
別別
相相
談談
会会
をを
実実
施施

労働条件
の変更

セクハラ・
パワハラ

退職・解雇
その他の
労働問題

自動引落のお知らせ
今月の組合費等の自動引落日は

2８日（月）です。2５日（金）までに、

預金残高をご確認ください。

尚、引落不能

の場合は、下表

のとおり翌月に

延滞金が加算さ

れます。

１ヵ月 300円
２ヵ月 800円
３ヵ月1,800円
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◎
季
節
は
秋

一
雨
ご
と
に
秋
も
深
ま
り
、

実
り
の
秋
を
迎
え
ま
し
た
ね
。

少
し
暖
か
い
も
の
を
羽
織
っ
て

出
掛
け
た
方
が
い
い
か
も
で
す

ね
。
美
味
し
い
物
、
た
く
さ
ん

食
べ
ま
し
ょ
う
。

【
名
東
区
／
福
山
正
晴
さ
ん
】

※
す
っ
か
り
季
節
は
秋
で
す
ね

◎
旬
の
も
の
は
美
味
し
い
よ

実
家
か
ら
旬
の
な
つ
め
と
栗

が
送
ら
れ
て
、
な
つ
め
は
甘
露

煮
。
栗
は
栗
ご
は
ん
に
。
秋
な

す
の
味
噌
炒
め
で
ご
馳
走
に
な

り
ま
し
た
。
旬
の
も
の
は
美
味

し
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
。

【
春
日
井
市
／
曽
我
美
代
子
さ
ん
】

※
い
い
な
ぁ
〜
美
味
し
そ
う

◎
豊
作
だ
よ

孫
と
芋
ほ
り
に
行
き
ま
し

た
。
今
年
も
た
く
さ
ん
採
り
ま

し
た
。
大
学
芋
、
芋
天
ぷ
ら
、

皆
で
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し

た
。

【
天
白
区
／
原
田
良
雄
さ
ん
】

※
芋
の
フ
ル
コ
ー
ス
で
す
ね

◎
何
回
も
食
べ
ま
し
た
ヨ

栗
ご
は
ん
を
も
う
何
回
し
た

か
。
美
味
し
い
も
の
は
、
美
味

し
い
で
す
ね
。
季
節
の
も
の

は
、
大
切
に
し
ま
す
。

【
豊
橋
市
／
岡
田
秀
子
さ
ん
】

※
今
し
か
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
か
ら
ね

◎
食
欲
の
秋

夏
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
残
り

の
薪
で
焼
き
芋
作
り
で
も
し
て

み
よ
う
か
な
。

【
安
城
市
／
鈴
木
智
子
さ
ん
】

※
ホ
カ
ホ
カ
の
焼
き
芋
、食
べ
た
い

◎
楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

今
月
初
め
か
ら
、
朝
散
歩
し

て
い
ま
す
。
色
々
な
花
が
咲
く

の
を
見
て
き
ま
し
た
。
今
は
、

も
み
じ
の
木
の
上
の
方
が
赤
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

歩
き
ま
す
。

【
犬
山
市
／
小
川
逸
子
さ
ん
】

※
新
た
に
発
見
で
き
ま
す
ね

◎
久
し
ぶ
り
の
お
祭
り

町
内
の
祭
り
が
三
年
振
り
に

あ
り
ま
す
。
昔
み
た
い
に
盛
大

に
は
、
ま
だ
ま
だ
で
き
ま
せ
ん

が
「
も
ち
投
げ
」
だ
け
、
分
け

て
や
る
そ
う
で
、
今
か
ら
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

【
緑
区
／
小
田
真
澄
さ
ん
】

※
待
ち
遠
し
い
で
す
ね

◎
お
正
月
で
す
よ

最
近
、
お
せ
ち
の
注
文
受
付

の
広
告
を
見
か
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

【
緑
区
／
稲
垣
佳
江
さ
ん
】

※
早
い
で
す
ね

◎
六
十
才
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た

十
月
で
六
十
才
を
迎
え
ま

す
。
嬉
し
い
の
半
分
・
嫌
な
の

半
分
。
複
雑
な
気
持
ち
で
～

す
。

【
南
区
／
伊
東
淳
さ
ん
】

※
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◎
い
つ
ま
で
続
く
の

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
四
回
目
接

種
の
案
内
が
届
き
ま
し
た
。
幸

い
副
作
用
は
軽
い
方
で
す
が
、

何
回
接
種
す
れ
ば
終
わ
り
が
来

る
の
か
な
。

【
各
務
原
市
／
亀
山
多
賀
子
さ
ん
】

※
終
わ
り
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
ね

◎
ふ
る
さ
と
の
会

年
に
一
度
、
皆
が
集
う
。
酒

を
酌
み
交
わ
し
、
ふ
る
さ
と
の

話
が
盛
り
上
が
る
。
何
よ
り
も

お
互
い
の
健
康
を
祝
福
で
き
る

の
が
一
番
の
肴
で
あ
る
。
来
年

は
コ
ロ
ナ
を
制
圧
し
て
マ
ス
ク

な
し
で
語
り
た
い
。

【
北
区
／
平
田
康
弘
さ
ん
】

※
お
酒
が
進
み
ま
す
ね

◎
効
果
抜
群

暑
い
日
が
続
き
ま
し
た
が
、

朝
晩
ず
い
ぶ
ん
涼
し
く
な
り
ま

し
た
ネ
。
二
ヶ
月
程
前
か
ら
、

夜
お
風
呂
に
入
る
前
に
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
を
始
め
ま
し
た
。
主
に

背
筋
か
ら
下
半
身
の
筋
力
を
鍛

え
て
い
ま
す
。
そ
の
甲
斐
あ
っ

て
、
ウ
エ
ス
ト
が
八
十
㎝
か
ら

七
十
六
㎝
と
な
り
ま
し
た
ヨ
。

【
南
区
／
小
森
伸
次
さ
ん
】

※
え
っ
、
う
ら
や
ま
し
い
〜

◎
可
愛
い
孫
の
た
め
に

最
近
、
孫
に
人
形
の
（
メ
ル

ち
ゃ
ん
）
の
洋
服
を
作
っ
て

と
、
頼
ま
れ
て
せ
っ
せ
と
作
っ

て
、
孫
の
笑
顔
を
見
る
の
が
楽

し
く
て
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

【
熱
田
区
／
宮
林
あ
け
み
さ
ん
】

※
喜
ぶ
顔
、
嬉
し
い
で
す
ね

◎
体
は
大
丈
夫
な
の
で
す
が
…

ゴ
ル
フ
・
テ
ニ
ス
・
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
と
体

は
大
丈
夫
で
す
が
、
頭
の
方
が

最
近
、
キ
ャ
ロ
ッ
ト
の
ク
イ
ズ

が
分
か
ら
な
く
て
イ
ラ
イ
ラ
し

て
い
ま
す
。
今
回
の
答
え
も
勘

だ
け
で
す
。
ち
な
み
に
七
十
五

才
の
お
ば
あ
さ
ん
で
す
。
答
え

合
っ
て
い
る
か
な
。

【
豊
明
市
／
日
高
ユ
ミ
子
さ
ん
】

※
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。正
解

◎
次
は
横
浜
中
華
街
へ

行
列
の
で
き
る
話
題
の
飲
食

店
さ
ん
。
行
列
が
で
き
て
い
な

い
時
を
狙
っ
て
行
っ
て
い
ま

す
。
食
欲
の
秋
。
今
年
は
横
浜

の
中
華
街
を
攻
め
て
来
ま
す
。

【
中
村
区
／
羽
場
崎
健
一
さ
ん
】

※
更
に
食
欲
が
わ
き
ま
す
ネ

◎
十
五
年
振
り
兄
弟
の
再
会

先
日
、
北
海
道
に
住
ん
で
い

る
弟
の
家
族
が
名
古
屋
に
遊
び

に
来
ま
し
た
。
弟
と
会
う
の
は
、

十
五
年
振
り
で
す
。
お
互
い

す
っ
か
り
お
っ
さ
ん
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
悲
し
い
で
す
ね
ぇ
。

【
尾
張
旭
市
／
近
藤
靖
さ
ん
】

※
ド
キ
ド
キ
の
再
会
で
し
た
ね

◎
一
段
と
綺
麗
で
し
た
よ

何
度
も
延
期
に
な
っ
た
地
元

の
花
火
大
会
。
九
月
の
下
旬
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
秋
の
澄
ん
だ

夜
空
の
花
火
も
ま
た
格
別
で
し

た
。

【
西
尾
市
／
荒
川
く
み
子
さ
ん
】

※
秋
の
花
火
も
風
情
あ
り
ま
す
ね
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現現在在のの組組織織人人員員はは、、
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引引きき続続きき組組織織拡拡大大にに

ごご協協力力よよろろししくくおお願願いい
ししまますす。。

さ
ぁ
、
皆
さ
ん
挑
戦
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で

二
十
名
様
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
応
募
ド
シ
ド
シ

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
近
況
報
告

に
つ
い
て
は
、
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ご

理
解
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

【【
ヨヨ
ココ
のの
カカ
ギギ
】】

①
秋
の
虫
、
鳴
く
の
は
…
の
求

愛
行
動

③
古
典
的
と
い
う
意
味
で
す

⑦
代
表
的
な
弦
楽
器
と
い
え
ば

⑧
…
ス
ト
ッ
プ
、
…
プ
ロ

⑨
首
里
城
と
い
え
ば
、
こ
の
街

⑩
火
事
が
消
え
ま
し
た

⑪
刺
し
て
焼
く
料
理
。
…
焼
き

⑬
一
年
で
最
も
雨
が
多
い
季
節

⑭
…
旧
、
…
規
、
…
人

⑮
秋
の
終
わ
り
頃
か
ら
吹
き
ま
す

⑱
長
崎
観
光
と
い
え
ば
…
橋

⑳
鍵
盤
楽
器
の
一
つ
で
す

㉒
野
球
で
打
者
の
体
の
近
く
に

く
る
…
の
球

㉓
私
心
の
な
い
こ
と

【【
タタ
テテ
のの
カカ
ギギ
】】

①
秋
の
七
草
の
ス
ス
キ
の
こ
と

②
ご
は
ん
を
炊
き
ま
す

③
秋
の
味
覚
の
一
つ
で
す
ね

④
昼
食
を
最
近
こ
う
言
い
ま
す
ね

⑤
花
嫁
、
和
装
、
白
い
布

⑥
「
秋
」
を
「
あ
き
」
と
読
む

の
は
…
読
み

⑫
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
が
書
い
て
あ

る
紙
で
す

⑬
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
交
響
曲
第

五
番
ハ
短
調
作
品
六
十
七

⑮
生
ま
れ
て
間
も
な
い
ニ
ャ
ン
コ

⑯
首
都
は
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン

⑰
…
物
、
…
粉

⑲
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
渡
り

鳥
。
カ
リ
と
も
い
い
ま
す

㉑
紙
に
包
ん
で
捨
て
ま
し
ょ
う

■
応
募
方
法

①
問
題

の

答

え
②
〒
・
住

所
・
℡
③
氏
名
④
年
齢
⑤
組
合

員
氏
名
と
続
柄
（
本
人
・
妻
・

子
等
）
⑥
皆
さ
ん
の
周
り
で
起

き
た
近
況
報
告
を
書
い
て
、
十

一
月
十
日
（
木
）
ま
で
に
組
合

の
教
宣
部
へ
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は

�
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
先
月
号
の
答
え

シ
ョ
ク
ヨ
ク

■
当
選
者

時
田

克
哉
さ
ん
他
十
九
名

《解き方》イラストをヒントにして、二重ワクの６文

字をうまく並べてできる言葉は？

■
十
二
月
号
の
原
稿
締
切

十
一
月
七
日
（
月
）

【
編
集
後
記
】

◎
す
っ
か
り
季
節
は
秋
で
す

ね
。
朝
晩
、
シ
ャ
キ
ッ
と

背
筋
が
伸
び
る
く
ら
い
冷

え
込
ん
で
い
ま
す
。
ぼ
ち

ぼ
ち
、
ヒ
ー
ト
テ
ッ
ク
の

用
意
を
し
な
け
れ
ば
～
。

あ
～
今
夜
は
、
温
か
い
鍋

が
食
べ
た
い
な
～
。

◎
一
～
二
頁
／
全
建
愛
知
結

成
五
十
周
年
記
念
式
典
・

祝
賀
会
で
は
、
多
く
の

方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
き

盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
新
た
な
歴

史
に
向
か
っ
て
歩
ん
で
い

ま
す
。

○さ

組組織織人人員員
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